
道徳科の授業では、多面的・多角的に考える学習を通して、「道徳的価値の大切さ」・「実現できない人間の
弱さ」・「感じ方は多様であること」の理解を深めることが大切です。ここでは、多面的・多角的に考える学習
について、堀内咲希先生の実践を紹介します。堀内先生は、内容項目「友情、信頼」を扱うにあたり、学習指導
要領解説を確認し、児童に「友だちを理解し、互いに大切すること」について、考えてほしいと願いました。ね
らいとする道徳的価値の面から、児童の実態を「友だちを大切にしようという意識はあるが、ときにひとりよが
りな思いで行動してしまいがち」と捉え、「泣いた赤おに」を教材とした授業を構想しました。それは「人間と
仲よくなれるように、悪者を演じる」という青おにの提案を受けた、赤おにの気持ちを想像する場を設定するこ
とで、「友だちを大切にする」とはどういうことか、考えられると思ったからです。その上で、本時のねらいを
「一人ひとりの多様さから、友だちと仲よくすることに難しさを感じながらも、友だちを理解し、互いに大切に
しようとする心情を育てる」としました。堀内先生は、このように指導の意図を明確にして、授業に臨みました。
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キラリ☆輝く先生方の実践 ～国語・道徳～

～子供も大人も学び続ける社会に向かって～

【 道徳～多面的・多角的に考える～】

堀内先生が①のように発問すると、児童はそれぞれの考えを伝え合いました。ほとんどの児童が、青おにに対
して、「申し訳ない」・「かわいそう」というような発言をする中、堀内先生は、さらに②のように発問しまし
た。すると、Ｂ児は下線のように、多くの児童とは違った面から発言しました。堀内先生は、指導の意図を明確
にしていたからこそ、自信をもってこの発言を取り上げ、学級全体に共有しました。Ｂ児の発言により、新たな
考え方を知った児童たちは、自らの考え方を見つめ直しながら、いっそう活発に議論を進めました。

①青おにから人間と仲よく
するための提案をされた
とき、赤おにはどう
思ったのでしょう。

いやだなあ。
青おにに、申し訳ない。

仲よくなれそう。でも、
青おにがかわいそう。

仲間をなぐるのは…。
仲間を傷つけて
しまう。

青おにに絶交されてしまうかも。

②「青おにに申し訳ない」という
気持ちが大きい？

青おにが「よい」って言っているから、
別にやってもよいのでは。

堀内先生
Ｂ児

松本市立菅野小学校（４学年）
「道徳４ きみがいちばんひかるとき」光村図書

第５時、本島先生は、２人の特徴、会話文や行動に着目して、「す
いり」が合っているか確かめていく活動を設定しました。子供たちは、
「すいり」と２人の様子のつながりについて、なぜつながるのか尋ね
合ったり（①）、友の意見から考えを広げたりしながら、２人の気持
ちの変化を捉えていきました。その中には、前時までに読み取ったこ
ととつなげる姿や、単元の目標に迫ろうとする姿（②）もありました。
このように、単元末に行う言語活動を単元の目標として子供と共有し
たことで、子供一人一人が見通しをもって主体的に学習を進め、単元
の中での学びをつなげていく姿を見ることができました。

単元冒頭、初発の感想や疑問を出し合う場面で、本島先生は、西君と東君の気持ちの変化に着目する子供が多
くいることを捉えました。そこで、子供たちの声を拾いながら、単元末に行う言語活動を、「単元の目標」とし
て共有し、子供たちが単元全体の見通しをもてるようにしました。

国語では、単元で育成を目指す資質・能力(指導事項)の具現に向かい、子供たちが見通しをもって学習を進め
るために、単元末に行う言語活動を設定し、それを子供と共有することが大切です。授業者の本島翔琉先生は、
子供の実態から単元の指導事項を焦点化し、教材研究を進めた上で、単元末に行う言語活動を構想しました。

【 国語 ～単元末に行う言語活動を子供と共有する～】 安曇野市立穂高北小学校(４学年)
教材名「友情のかべ新聞」（光村図書）

【単元で扱う教材「友情のかべ新聞」あらすじ】
いつもけんかばかりの西君と東君が、先生に命じ
られたかべ新聞作りを通して急に一緒に行動する
ようになる。一体何があったのか、「ぼく」が
「すいり」を通して、真相に迫ります。

指導事項〔思考力、判断力、表現力等〕
Ｃ 読むこと 小３・４年
エ 登場人物の気持ちの変化や性格、情
景について、場面の移り変わりと結び
付けて具体的に想像すること。 本島先生

西君と東君の気持ちの変化につい
て、「すいり」と２人の様子を時
系列に沿って結び付け、考えたこ
とを伝え合う言語活動を設定すれ
ば、指導事項が具現できそうだ。

【単元の目標】西君と東君は本当に仲良くなったのか、「ぼく」の「すいり」と２人の様子を根拠に伝え合おう

①なんで「木曜日…金曜日…」の
部分が「その後―。」の後の
「すいり」とつながるの？
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